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カメラ

アングル

女性の歌を合唱

釧路丹頂農協女性部通常総会

　

釧
路
丹
頂
農
協
女
性
部
は
、
３
月
19

日
に
農
協
本
所
２
階
大
会
議
室
に
お
い

て
、
第
４
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
出
席
者
34
名
全
員

に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
綱
領
を
朗
唱

し
、
峯
田
弘
子
部
長
か
ら
「
部
員
皆
様

方
の
女
性
部
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加

に
よ
り
、
１
年
間
の
活
動
を
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
１

年
間
を
通
じ
て
部
員
同
士
の
呼
び
か
け

を
大
切
に
し
、
各
支
部
間
の
親
睦
と
交

流
を
重
ね
、
女
性
部
活
動
を
よ
り
活
発

な
も
の
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
‼
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
議
長
に
は
音
別
支
部
の
小

野
田
友
子
さ
ん
が
務
め
、
21
年
度
事
業

報
告
及
び
22
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

議
事
は
進
行
さ
れ
、
最
後
に
「
新
Ｊ
Ａ

女
性
の
歌
」
を
全
員
で
合
唱
し
、
総
会

は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

女性部・小野田議長

釧路丹頂農協青年部通常総会

青年組織綱領を朗唱 　

釧
路
丹
頂
農
協
青
年
部
は
、
３
月

24
日
に
農
協
本
所
２
階
大
会
議
室
に

お
い
て
、
第
４
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ａ
青
年
組
織

綱
領
を
出
席
者
36
名
全
員
に
よ
り
朗

唱
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
斉
藤
和
弘

部
長
か
ら
「
部
員
の
皆
様
の
御
協
力

に
よ
り
１
年
の
活
動
を
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
新
年
度
に

お
か
れ
ま
し
て
も
私
た
ち
の
生
産
す

る
牛
乳
を
、
消
費
者
に
よ
り
美
味
し

く
飲
ん
で
、
そ
し
て
食
べ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
乳
製
品
消
費
拡
大
活
動

な
ど
を
、
部
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

行
な
っ
て
参
り
た
い
」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

議
事
の
進
行
に
あ
た
り
、
議
長
に

は
音
白
支
部
の
對
木
賢
雅
さ
ん
が
務

め
、
21
年
度
事
業
報
告
並
び
に
22
年

度
事
業
計
画
に
つ
い
て
議
事
は
進
行

さ
れ
、
総
会
は
無
事
に
終
了
し
ま
し

た
。

審 議 の 様 子
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チャレンジ60「946運動」酪農シンポジウム開催!!

根釧農業試験場　岡田直樹氏の講演

参　加　者　の　様　子
　

三
月
十
五
日
釧
路
全
日
空
ホ
テ
ル
で
は
、
釧
路
地
区
酪

農
対
策
協
議
会
及
び
釧
路
農
業
協
同
組
合
連
合
会
主
催
に

よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
60
「
９
４
６
運
動
」
酪
農
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
管
内
の
酪
農
家
及
び
農
協

他
各
関
係
機
関
よ
り
約
１
７
０
名
が
参
集
し
、
当
Ｊ
Ａ
か

ら
も
組
合
員
及
び
職
員
合
わ
せ
て
20
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
事
例
報
告
（
二
題
）
及

び
講
演（
二
題
）が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
事
例
報
告
で
は
、

「
酪
農
専
門
技
術
員
養
成
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
実
績
報

告
」
が
行
な
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
し
べ
ち
ゃ
の
佐
々
木
稔
氏
よ
り

「
自
給
飼
料
の
高
品
質
・
安
定
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
」

と
題
し
、
高
品
質
サ
イ
レ
ー
ジ
の
確
保
へ
向
け
た
取
り
組

み
の
成
果
に
つ
い
て
、
次
に
、
Ｊ
Ａ
釧
路
太
田
の
山
岡
大

介
氏
よ
り
「
組
合
員
と
力
を
合
わ
せ
た
経
営
改
善
」
と
題

し
、飼
料
給
与
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
及
び
繁
殖
・
飼
養
管
理
、

作
業
効
率
な
ど
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
講
演
で
は
、
釧
路
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
佐
藤
文

洋
氏
よ
り「
平
成
21
年
産
自
給
粗
飼
料
の
有
効
活
用
方
法
」

と
し
て
、
サ
イ
レ
ー
ジ
の
栄
養
価
及
び
発
酵
品
質
と
水
分

に
つ
い
て
、
ま
た
適
期
刈
り
と
刈
り
遅
れ
の
比
較
及
び
注

意
点
な
ど
に
つ
い
て
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
北
海
道
立
根
釧
農
業
試
験
場
の
岡
田
直
樹

氏
に
よ
り
、
「
酪
農
経
営
の
持
続
安
定
に
向
け
た
展
開
方

法
」
と
題
し
、
こ
れ
か
ら
の
経
済
状
況
及
び
政
策
状
況
、

酪
農
経
営
の
状
況
や
戦
略
を
ど
う
と
ら
え
る
か
に
つ
い

て
、
ま
た
経
営
の
各
タ
イ
プ
ご
と
の
問
題
と
そ
の
対
策
、

こ
れ
か
ら
の
酪
農
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

参
加
者
か
ら
は
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
、
意
義
の
あ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

普及センター　佐藤文洋氏の講演
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主な行事報告ならびに行事予定

３月４日●役員推薦会議（地区推薦会議）（鶴居）
15日● チャレンジ60「946運動」 

酪農シンポジウム（釧路）
19日  ● 釧路丹頂農協女性部 

第４回通常総会（鶴居）
● 役員推薦会議（地区推薦会議、全体会議） 
（鶴居）

24日  ● 釧路丹頂農協青年部 
第４回通常総会（鶴居）

４月１日●職員巡回健診（鶴居）
２日●職員巡回健診（幌呂）
９日● 釧路丹頂農協酪農振興会 

第５回通常総会（鶴居）
● 釧路丹頂農協肉牛振興会 
第４回通常総会（白糠）

４月19日●春季地区別懇談会（音別）
20日●春季地区別懇談会（白糠）
21日●春季地区別懇談会（鶴居及び幌呂）
26日●組合員・職員巡回健診（白糠①）
27日●組合員・職員巡回健診（白糠②）
28日●組合員・職員巡回健診（音別①） 

●農作業安全祈願祭（鶴居）
30日●組合員・職員巡回健診（音別②）

●西部スプリングショウ（白糠）
５月１日●スプリングショウ（鶴居）
14日●釧路丹頂農協第４回通常総会

●第１回臨時理事会・臨時監事会（鶴居）

辞  令  発  令
平成 22 年 3 月 1 日付

氏　　名 新　所　属 旧　所　属

倉　内　佐知子 音別支所　燃料課音別給油所係 白糠支所　購買課白糠給油所係

平成 22 年 4 月 1 日付
氏　　名 新　所　属 旧　所　属

村　上　　　弥 幌呂支所　営農課幌呂育成牧場係長 幌呂支所　営農課営農係長

行　田　祐　市 職員に採用する。営農部家畜改良課家畜改良係を命ずる。

平成 22 年４月 14 日付【退職者】

長 澤 安 衣 営農部　家畜改良課家畜改良係

行
ぎょう

田
だ

祐
ゆう

市
いち

■特　　技／ソフトボール・スキー
■組合員の皆さんへ一言／
　　 一日でも早く一人前の人工授精師に
なれるように頑張ります。

新入職員の紹介

■所属部署／営農部家畜改良課家畜改良係
■生年月日／平成元年４月３０日
■出 身 地／標津郡標津町
■出 身 校／酪農学園大学短期大学部酪農学科
■趣　　味／スポーツ
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哺
育
牛
を
丈
夫
に
育
て
る
に
は
、

　

①
良
質
な
初
乳
を

　

②
６
時
間
以
内
に

　

③
お
腹
い
っ
ぱ
い
飲
ま
せ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

今
回
は
、
一
番
肝
心
な
「
良
質
な
初

乳
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

☆
初
乳
を
測
ろ
う

　

良
質
な
初
乳
と
は
、
免
疫
グ
ロ
ブ
リ

ン
濃
度
が
五
〇
㎎
／
㎖
以
上
含
ま
れ
た

初
乳
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

初
乳
の
品
質
は
見
た
目
（
色
や
粘

土
）
で
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
比
重
を
測
っ
て
品
質
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
初
乳
は
免
疫

グ
ロ
ブ
リ
ン
濃
度
が
低
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
給
与
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
不
良
と
思
わ
れ
る
初
乳

・
初
産
牛
の
も
の

・
漏
乳
し
て
い
た
も
の

・
量
が
多
す
ぎ
る
も
の

　
（
目
安
８
㍑
以
上
）

・
量
が
少
な
す
ぎ
る
も
の

・
血
乳
の
も
の

・
乳
房
炎
に
か
か
っ
た
も
の

☆
糖
度
計
を
用
い
た

　

初
乳
の
品
質
チ
ェ
ッ
ク

　

比
重
を
計
る
の
は
手
間
が
か
か
り
ま

す
し
、
比
重
計
が
ガ
ラ
ス
製
で
壊
れ
や

す
い
事
も
あ
っ
て
、
農
場
で
は
な
か
な

か
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
事
実
で
す
。

そ
こ
で
、
も
っ
と
簡
単
に
品
質
チ
ェ
ッ

ク
を
行
え
る
方
法
と
し
て
、
糖
度
計
を

使
う
方
法
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
白
糠
4H
ク
ラ
ブ
で
は
根
釧
農

業
試
験
場
の
協
力
を
得
て
、
糖
度
計
を

用
い
た
初
乳
の
品
質
チ
ェ
ッ
ク
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

糖
度
計
に
よ
る

　
　

初
乳
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法

　

デ
ジ
タ
ル
糖
度
計
の
レ
ン
ズ
（
矢

印
）
に
初
乳
を
数
滴
落
と
し
、
数
値
を

読
み
と
り
ま
す
。（
写
真
）

　

五
十
一
件
の
サ
ン
プ
ル
を
計
っ
た
と

こ
ろ
、
計
測
し
た
数
値
が
二
二
．
五
以

上
で
あ
れ
ば
、
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
濃
度

は
五
〇
㎎
／
㎖
以
上
相
当
の
良
質
な
初

乳
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（（
図
１
））

　

安
全
の
た
め
に
、
数
値
が
二
五
以
上

あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
よ
う
で
す
。

　
「
我
が
家
の
初
乳
は
？
」
と
お
悩
み

の
方
は
一
度
初
乳
の
品
質
チ
ェ
ッ
ク
を

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

初
乳
の
品
質
を
測
定
し
て
元
気
な
子

牛
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

　

初
乳
の
糖
度
を
お
調
べ
に
な
り
た
い

方
や
初
乳
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
を
お

知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
釧
路
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
中
西
部
支
所
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

図１　白糠町4Hクラブ員の糖度と初乳濃度関係

デジタル糖度計

子
牛
の
哺
育
は

　

良
質
な
初
乳
確
保
か
ら

表１　免疫グロブリン濃度と初乳の品質

初乳の品質 免疫グロブリン濃度
（㎎／㎖） 比　重

優 50以上 1.047 以上

可 40～ 50 1.046 ～ 1.042

不良 40未満 1.042 以下

根釧農業試験場
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家畜販売市況情報  

初生とく

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１kg～７０kg 都度協議

４５kg～６０kg ９００円／kg

４０kg～４４kg ８００円／kg

（提供／ホクレン釧路支所）

乳 牛
□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛
上 中

育成（８～ 12ヶ月） ２７０　　　～　　　１９０

初　　　　妊 ５５０～５１０ ５１０～４７０
経　

産

２ 産 ～ ３ 産 ４３０　　　～　　　３８０

４ 産 ～ ５ 産 ３８０　　　～　　　３３０

22年4月現在

黒毛和種  （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 611頭 798,000 105,000 326,859 285 1,146 
去勢 770頭 622,650 27,300 439,493 304 1,444 

（提供／ホクレン帯広支所）

22年4月15日音更市場

■平成21年度　生乳生産実績（2月）

月計乳量（kg） 2月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 7,977,494.9 99.5 94,326,093.0 101.0

（ 鶴 居 地 区 ） 2,602,790.8 100.4 31,074,951.5 102.7

（ 幌 呂 地 区 ） 2,160,747.6 99.2 25,170,688.8 99.3

（ 白 糠 地 区 ） 1,907,802.0 99.7 22,197,651.3 101.5

（ 音 別 地 区 ） 1,306,154.5 97.8 15,882,801.4 99.6

管 内 計 41,309,336.8 100.3 491,929,331.3 100.0

前 年 度 管 内 計 41,201,078.7 492,151,443.8

■平成21年度　生乳生産実績（3月）

月計乳量（kg） 3月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,891,641.3 100.3 103,217,734.3 100.9

（ 鶴 居 地 区 ） 2,928,121.6 99.6 34,003,073.1 102.5

（ 幌 呂 地 区 ） 2,403,533.1 100.5 27,574,221.9 99.4

（ 白 糠 地 区 ） 2,129,104.6 102.9 24,326,755.9 101.6

（ 音 別 地 区 ） 1,430,882.0 97.5 17,313,683.4 99.4

管 内 計 45,695,722.9 100.7 537,625,054.2 100.0

前 年 度 管 内 計 45,374,883.4 537,526,327.2

22年4月現在
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理　事　会　報　告

JAくしろ丹頂ホームページのご紹介 http://www.ja-kushirotancho.or.jp/

上記ホームページにてＪＡくしろ丹頂の概要、事業紹介、酪農への取り組み、トピックス、
店舗一覧などの情報を掲載しております。皆様方からのより良い情報がございましたら、
鶴居本所管理課まで御一報をお待ちしております。

２月定例理事会
平成22年２月25日（木）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３． １月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について

付議事項 
議案第１号　組合員の資格審査について
議案第２号　出資金の減口承認について
議案第３号　転貸資金の借入について
議案第４号　大口信用供与先等に対する融資について
議案第５号　職業紹介事業の届出について
議案第６号　 平成21年度畜産経営生産性向上支援リース

事業の実施申請について
議案第７号　 平成21年度畜産自給力強化緊急支援事業の

実施申請について

議案第８号　農家経営支援対策の実施について
議案第９号　 資産査定に係る動産（家畜）評価基準額の

改定について
議案第10号　理事会推薦委員の選任について
議案第11号　特殊管理債権の償却処理について
議案第12号　従業員に対する年度末賞与の支給について
※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項 
１．平成21年度決算処理方針（案）について
２．平成22年度事業計画（案）の概要について
３． チャレンジ60「946運動」酪農シンポジウムについ
て

４．当面の業務日程について

３月定例理事会
平成22年３月31日（水）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．定期（決算）監査報告について
４．内部審査の結果について
５．２月末（決算）財務状況について
６．自己査定結果について
７．事業の実施処理状況について

付議事項 
議案第１号　 平成21年度事業報告、貸借対照表、損益計

算書、剰余金処分案および注記表の承認に
ついて　　　　　　　　　　

議案第２号　平成22年度事業計画の設定について
議案第３号　平成22年度諸利率・料率の設定について
議案第４号　貸付金の利率の最高限度について
議案第５号　 第４回通常総会の招集および提出議案につ

いて
議案第６号　議決権行使書面の取扱いについて

議案第７号　信用の供与等の最高限度額設定について
議案第８号　理事に対する資金の貸付について
議案第９号　役員と組合との取引基準の決定について
議案第10号　 大口信用供与先等に対する融資の承認につ

いて
議案第11号　 関係団体への預け金の拠出並びに外部出資

の減口について
議案第12号　生乳受託規程の制定について
議案第13号　役員報酬審議会の設置について
議案第14号　 平成22年度コンプライアンス・プログラム

の設定について
議案第15号　余裕金預入金融機関の決定について
議案第16号　子会社の経営統合について
※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項 
１． 役員退職慰労金支給規程に定める特別退職慰労金の
支給について

２．春季地区別懇談会の開催について

お 詫 び と 訂 正
２月号の表紙、目次部分に一ヶ所間違いがございました。
お詫びとともに改めて訂正させて頂きます。大変申し訳ごさいませんでした。
× 釧路管内ＪＡボウリング大会　→　○ 釧路酪農チャレンジ６０「９４６運動」実績報告会
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JAバンク北海道
システム変更等に伴うATMの停止についてのご案内について
　いつもJAバンクをご利用いただき誠にありがとうございます。
　このたび、JAバンクの全国統一電算システムの更改等にともない、北海道のJAバンクにおきまして
は、平成22年５月３日（月)、4日（火)、5日（水）は誠に勝手ながらATM・JAネットバンク等の
サービスを一時休止させていただきます。
　ご不便をおかけしますが、何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

現金のお引き出しはお早めに
・休止期間中は現金のお引き出しはできませんので、あらかじめ現金をお引き出しいただく等のご準備をお願い
申し上げます。
・年末年始など、上記スケジュール以外にもATMサービス等を一時休止する場合がありますのでご注意ください。
・JA・店舗・ATM・提携金融機関によっては、ご利用可能日、ご利用可能時間および利用可能サービスが異な
ります。詳しくはJA窓口等でご確認ください。

平成22年（2010年）サービス休止日

５月　３（月）・４（火）・５（水）

全国JAバンクホームページはこちら→http://www.jabank.org/kokuchi/atm_01.html

 25 26 27 28 29 30 1
 2 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 13 14 15

2010（平成 22 年）

水 木 金 土日 月 火
5

ATMサービス等の休止スケジュール

終日休止終日休止 終日休止

□４月に入り、青年部や女性部など各団体の総会を迎えるこの時期は、一年の締めくくりの時期でもあり、ま
た新たなスタートの時期でもあります。
□これから５月に入ると、農協の総会が開催され、農作業においては、土起こしから種まきの時期へと移って
いき、繁忙期へと入っていきます。
□あたたかい時期となり、車の運転も増え、農作業事故も増えてくるこれからの季節は、気をひきしめて安全
運転を心掛け、くれぐれも事故を起こさないように気を付けていきましょう。


